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毛呂山町役場（中央２－１）
ｔ０４９（２９５）２１１２
ｆ０４９（２９５）０７７１
ｈhttp://www.town.
moroyama.saitama.jp

■図書館 ｔ (２９５)１０１５
■中央公民館 ｔ (２９４)１２５０
■東公民館 ｔ (２９５)２２７７
■歴史民俗資料館 ｔ (２９５)８２８２
■総合公園体育館 ｔ (２９４)７１７９
■保健センター ｔ (２９４)５５１１
■ウィズもろやま、社会福祉協議会
　ｔ (２９５)３１１１ ｆ (２９５)７２５８

㊐……日時　　　　　場……場所
定……定員　　　　　対……対象者
料……料金、費用　　ｆ……ファクス番号
申……申込み　　　　問……問合せ先
ｔ……電話番号　　
ｅ……電子メールアドレス
ｈ……ホームページアドレス

公共施設電話案内

インフォメーション

休日納税相談窓口　６月28日（日）
　　　　　　　　　午前９時～午後３時
場・問　税務課納税係ｔ内線193・194

休日納入窓口　　　６月28日（日）
　　　　　　　　　午前９時～午後３時
内容　保険料の納入、口座振替の申込み

（通帳と銀行届出印が必要）、納入相談
場・問　高齢者支援課医療保険料係ｔ内線158

水
道
メ
ー
タ
ー
の
定
期
交
換

　

有
効
期
間
満
了
に
伴
い
、
７
月

１
日
以
降
、
町
内
の
指
定
水
道
工

事
事
業
者
が
水
道
メ
ー
タ
ー
（
量

水
器
）
の
定
期
交
換
（
無
料
）
に

伺
い
ま
す
。

主
な
交
換
地
区　

平
山
、
大
師
一

区
、
大
師
二
区

※
右
記
以
外
の
地
区
で
も
、
有
効

期
間
が
満
了
す
る
メ
ー
タ
ー
は
定

期
交
換
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
世
帯
に
は
、
は
が

き
で
通
知
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

役
場
水
道
課
業
務
係
ｔ
内
線

１
６
２

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
人
へ

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人

は
、
申
請
し
、
承
認
を
受
け
る
と
、

所
得
に
応
じ
て
国
民
年
金
保
険
料

の
全
額
ま
た
は
一
部（
４
分
の
３
、

半
額
、
４
分
の
１
）
の
納
付
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
30
歳
未
満
の
人
を
対
象

に
、
納
付
を
猶ゆ

う
よ予
す
る
「
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
」
も
あ
り
ま
す
。

※
継
続
申
請
も
で
き
ま
す
。
申
請

時
の
希
望
に
よ
り
、
翌
年
度
以
降

も
継
続
し
て
免
除
・
猶
予
の
審
査

を
行
い
ま
す
。

毎月１回、日曜日に納税相談
納入窓口を開設しています

税金

介護保険料・後期高齢者医療保険料

INFORMATION

※
失
業
な
ど
を
理
由
に
承
認
さ
れ

た
人
や
一
部
免
除
の
人
は
、
毎
年

度
申
請
が
必
要
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

①
年
金

手
帳
、
②
印
鑑
、
③
所
得
状
況

を
町
で
把
握
で
き
な
い
人
（
転

入
者
な
ど
）
は
、
所
得
状
況
を

明
ら
か
に
で
き
る
書
類
（
課
税

証
明
書
、
源
泉
徴
収
票
、
確
定

申
告
書
の
写
し
な
ど
）、
④
失

業
な
ど
を
理
由
と
す
る
人
は
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
雇

用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど

（
離
職
日
に
よ
っ
て
、
失
業
特

例
が
使
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
）

平
成
27
年
度
分
の
申
請
期
間　

７

月
１
日
水
～
平
成
28
年
６
月
30

日
木

※
現
在
、
申
請
時
点
の
２
年
１
か

月
前
の
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免

除
・
猶
予
を
申
請
で
き
ま
す
。
過

去
の
分
の
申
請
は
、
年
度
ご
と
に

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
す
る
年
度
に
対
応
す

る
前
年
所
得
で
審
査
さ
れ
る
た

め
、
世
帯
構
成
が
変
わ
っ
て
い
る

場
合
も
、
当
時
の
世
帯
構
成
な
ど

を
申
請
書
に
記
入
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

申
請
を
希
望
す
る
人
は
、
す
み

や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
方
法
や
書
類
な
ど
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金

係
ｔ
内
線
１
２
７
・
１
２
８
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「
第
10
回
特
別
弔
慰
金
」の

　
　
　
　

請
求
に
つ
い
て

　

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
で
あ
っ

て
、
平
成
27
年
４
月
１
日
時
点
で

公
務
扶
助
料
（
恩
給
な
ど
）
や
遺

族
年
金
な
ど
を
受
け
る
人
（
戦
没

者
な
ど
の
妻
や
父
母
な
ど
）
が
い

な
い
場
合
、
次
の
順
位
で
請
求
で

き
ま
す
。

①　

弔
慰
金
受
給
権
者

②　

戦
没
者
な
ど
の
子

③　

戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
の

あ
っ
た
⑴
父
母
、
⑵
孫
、
⑶
祖

父
母
、
⑷
兄
弟
姉
妹

④　

戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
の

な
か
っ
た
⑴
父
母
、
⑵
孫
、
⑶

祖
父
母
、
⑷
兄
弟
姉
妹

⑤　

①
～
④
以
外
の
三
親
等
内
親

族
で
、
１
年
以
上
生
計
関
係
の

あ
っ
た
人

※
こ
の
弔
慰
金
を
請
求
で
き
る
の

は
１
人
の
み
で
す
。
先
順
位
ま
た

は
同
順
位
の
人
が
請
求
し
た
場

合
、他
の
人
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
請
求
権
を
有
す
る
人
が
請

求
を
し
な
い
ま
ま
平
成
27
年
４
月

１
日
以
降
に
亡
く
な
っ
た
場
合
に

は
、
そ
の
人
の
相
続
人
（
１
人
の

み
）
が
請
求
で
き
ま
す
。

支
給
内
容　

額
面
25
万
円
の
記
名

国
債
で
５
年
償
還

請
求
期
限　

平
成
30
年
４
月
２
日

※
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
時
効

（
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
３
年

間
）
に
よ
り
請
求
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

申
・
問　

役
場
福
祉
課
地
域
福
祉

係
ｔ
内
線
１
１
１
・
１
１
２
、

埼
玉
県
社
会
福
祉
課
援
護
恩
給

担
当
ｔ
０
４
８
―
８
３
０
―
３

２
８
６

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
工
事

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

町
で
は
、
地
震
に
よ
る
建
物
の

倒
壊
な
ど
の
被
害
を
防
ぎ
、
安
全

な
住
宅
の
整
備
を
促
進
す
る
た

め
、
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修

工
事
へ
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

①
【
耐
震
診
断
】

対　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断

補
助
金　

５
万
円
（
費
用
の
２
分

の
１
が
上
限
）

②
【
耐
震
改
修
工
事
】

対　

①
に
よ
り
耐
震
診
断
を
行
っ

た
結
果
、
補
強
が
必
要
と
な
っ

た
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事

補
助
金　

20
万
円
（
費
用
の
２
分

の
１
が
上
限
）

※
な
お
、
こ
の
補
助
制
度
の
利
用

に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
開

発
建
築
係
ｔ
内
線
１
４
４
・
１

４
５

「
毛
呂
山
町
緑
の
基
本
計
画
」

　
　
　

 

を
策
定
し
ま
し
た

　

町
の
財
産
で
あ
る
「
緑
」
を
積

極
的
に
保
全
・
創
出
・
活
用
す
る

た
め
、「
毛
呂
山
町
緑
の
基
本
計

画
」を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

本
計
画
に
掲
げ
る
将
来
像
の
実
現

の
た
め
、
緑
に
関
す
る
施
策
を
検

討
・
推
進
し
ま
す
。

　

な
お
、「
毛
呂
山
町
緑
の
基
本

計
画
」
は
役
場
１
階
ま
ち
づ
く
り

整
備
課
お
よ
び
図
書
館
、
毛
呂
山

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

問　

役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
都

市
計
画
係
ｔ
内
線
１
４
３

申・問　教育委員会生涯学習課　ｔ（295）2112 内線 522
　　　　ｆ（295）3939　ｅ gakusyu@town.moroyama.lg.jp

平成 27年度「成人のつどい」実行委員募集

　来年成人をむかえる皆さん！ 　 平成

28 年１月 10 日（日）開催の、「成人の

つどい」（成人式）の企画運営に参加しま

せんか？　「成人のつどい」は、新成人と

なる皆さんが主体となり、式の詳細など

を決めています。皆さんの意見やアイデ

アを生かして、より良いつどいにしましょ

う。二
は た ち

十歳の思い出に、ぜひご応募くだ

さい。

活動内容　９月以降、毎月２回（土・日曜日の夕方など）に開催され

る会議への出席、式の事前準備、成人のつどい当日の受付など

申込み　６月 26 日（金）までに、教育委員会生涯学習課へ申込み
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㊐　

６
月
20
日
土
午
前
９
時
～
正

午
（
小
雨
決
行
、途
中
参
加
可
）

集
合
場
所　

歴
史
民
俗
資
料
館

内
容　

資
料
館
周
辺
の
鎌
倉
街
道

と
川
角
古
墳
群
の
下
草
刈
り
お

よ
び
清
掃
な
ど

持
ち
物　

刈
払
機
な
ど
の
草
刈
り

用
具
、
作
業
の
で
き
る
服
装

問　

歴
史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５

―
８
２
８
２

第
45
回
芸
能
発
表
会

　
　
　
　

出
演
者
募
集
！

　

邦
舞
・
洋
舞
・
歌
・
楽
器
演
奏
・

手
品
な
ど
、
自
慢
の
芸
を
舞
台
で

発
表
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

９
月
６
日
日

場　

ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま

対　

町
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学

で
、当
日
運
営
に
協
力
（
受
付
・

駐
車
場
整
理
な
ど
）
で
き
る
人

ご
注
意　

①
原
則
と
し
て
同
じ
種

目
の
出
演
は
１
人
１
回
ま
で
、

②
同
じ
指
導
者
か
ら
の
出
演
は

２
人
（
組
）
ま
で
、
③
出
演
時

間
は
原
則
10
人
未
満
は
５
分
ま

で
、10
人
以
上
は
10
分
ま
で（
準

備
・
片
づ
け
の
時
間
を
含
む
）

申　

６
月
10
日
水
～
26
日
金
午
後

４
時
（
時
間
厳
守
）
ま
で
に
募

集
要
項
に
添
付
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
中
央
公
民

館
へ
申
込
み

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
出
演

調
整
を
依
頼
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

※
募
集
要
項
は
、
役
場
町
民
ホ
ー

ル
お
よ
び
中
央
公
民
館
、
東
公
民

館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問  

中
央
公
民
館
ｔ
２
９
４
―
１

２
５
０

第
41
回
毛
呂
山
町
音
楽
祭

　
　
　

出
演
団
体
募
集
！

㊐　

11
月
７
日
土
午
後
０
時
30
分

開
演
、
午
後
４
時
終
演
予
定

場　

ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま

対　

小
学
生
以
上
で
構
成
さ
れ
、

町
内
を
中
心
に
音
楽
活
動
を
実

践
し
て
い
る
団
体
（
吹
奏
楽
・

器
楽
・
コ
ー
ラ
ス
・
そ
の
ほ
か

楽
器
演
奏
）

※
カ
ラ
オ
ケ
は
除
く
。

申　

７
月
14
日
火
ま
で
に
開
催
要

項
に
添
付
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
へ
申
込
み

※
開
催
要
項
は
、
役
場
町
民
ホ
ー

ル
お
よ
び
中
央
公
民
館
、
東
公
民

館
、
ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

問　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
学

習
支
援
係
ｔ
内
線
５
２
２

児
童
館

夏
期
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

募
集
人
員　

１
人

応
募
資
格　

児
童
と
の
あ
そ
び
な

ど
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
18
歳

以
上
の
人
（
高
校
生
不
可
）

勤
務
期
間　

７
月
21
日
火
～
８
月

29
日
土
の
毎
週
火
～
土
曜
日

勤
務
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５

時
45
分
（
昼
休
み
１
時
間
）

勤
務
場
所　

児
童
館
（
川
角
４
４

９
―
４
）

賃
金　

時
給
８
４
０
円

申
・
問　

７
月
４
日
土
ま
で
に
、

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
児
童

館
ｔ
２
９
５
―
４
１
１
１
へ
提

出
（
郵
送
可
）

町
立
保
育
園

夏
期
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

募
集
人
員　

４
人

応
募
資
格　

保
育
に
関
心
が
あ
る

19
歳
以
上
の
人

勤
務
日
時　

７
月
27
日
月
～
８
月

31
日
月
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時

勤
務
場
所　

旭
台
保
育
園
ま
た
は

ゆ
ず
の
里
保
育
園

賃
金　

時
給
８
５
０
円

申
・
問　

７
月
３
日
金
ま
で
に
、

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
役
場

子
ど
も
課
保
育
係
ｔ
内
線
１
３

８
へ
提
出
（
郵
送
可
）

学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

夏
休
み
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

勤
務
内
容　

学
童
保
育
に
関
す
る

こ
と

募
集
人
員　

若
干
名

応
募
資
格　

高
校
生
以
上

勤
務
期
間　

７
月
～
８
月
の
毎
週

月
～
金
曜
日

勤
務
時
間　

シ
フ
ト
に
よ
り
１
日

あ
た
り
３
～
５
時
間

勤
務
場
所　

町
内
各
学
童
保
育
所

賃
金　

一
般
お
よ
び
大
学
生
／
時

給
８
５
０
円
、
高
校
生
／
時
給

８
０
４
円

申
・
問　

６
月
13
日
土
ま
で
に
、

川
角
学
童
ｔ
２
９
５
―
５
０
８

　

４
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

鎌
倉
街
道
・
川
角
古
墳
群
の

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

歴
史
民
俗
資
料
館
周
辺
の
鎌
倉

街
道
・
川
角
古
墳
群
の
下
草
刈
り

と
清
掃
を
行
い
ま
す
。

　

刈
っ
た
草
や
倒
れ
た
木
の
片
付

け
も
す
る
の
で
、
特
別
な
道
具
が

な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。
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　「歩く」ことは、骨
こつそしょうしょう

粗鬆症・糖尿病・老化などを防いだり、高血圧を抑えたりする効果があるといわれています。

楽しみながら体力の向上にもつながるウォーキングで、健康を手に入れましょう！

　今年も町国保では、ウォーキングによる健康づくりを促進し、100 万歩をめざして歩く「国保いきいきウォー

キング」事業を行います。ぜひ、ご参加ください。

問　役場住民課国保年金係　ｔ（295）2112 内線 128

ウォーキングを始めませんか？～国保いきいきウォーキング～

内　容　申込み時に万歩計を貸与します。歩数を記

録表に記入しながら、11 月 30 日（月）までの５

か月間で 100 万歩を目指して歩きます。

※昨年参加した人は、現在貸与中の万歩計を使用し

てください。

対象者　町内在住で 40 歳以上の人

※国民健康保険に加入していない人も参加できます。

申込み　６月 15 日（月）～ 30 日（火）に、役場住

民課国保年金係、保健センター、中央公民館、ま

たは歴史民俗資料館で受付

完歩賞授与式および健康講座

　100 万歩を達成した人には、完歩賞を授与します。

なお、授与式では毎年健康講座を行っています。

　昨年の健康講座では、健康運動指導士の西沢敬二

氏をお招きし、『歩いて健康、歩きながら足腰鍛えて

元気になろう』をテーマに、講義が行われました。

●ウォーキングの代表的な効果●

血流を良くする　歩いて筋肉を動かすことで、

毛細血管が発達し、血液の流れを良くします。

また、高血圧の原因の１つである動脈硬化は、

血管の内側にコレステロールなどが付着して

血管が狭くなることで起こりますが、血行が

良くなることでコレステロールの付着を防ぐ

ので、ウォーキングは動脈硬化の予防に繋
つな

が

ります。

体力の向上　ウォーキングは、酸素を取り込む

有酸素運動です。有酸素運動を続けることで、

心肺機能が高まり、体力の向

上を図ることができます。体

力が向上することで、風邪を

ひきにくい身体になります。

【
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
】

短
歌
／
雑
詠　

１
人
３
首
以
内

俳
句
／
雑
詠　

１
人
５
句
以
内

川
柳
／
雑
詠　

１
人
５
句
以
内

・
作
品
は
縦
書
き
、
楷か

い
し
ょ書

で
常
用

漢
字
を
使
用
し
、
漢
字
に
は
ふ
り

が
な
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

・
作
品
の
冒
頭
余
白
部
分
に
、
①

住
所
、
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

③
ペ
ン
ネ
ー
ム
（
あ
る
人
）、
④

電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。

【
随
筆
（
エ
ッ
セ
イ
）・
詩
】

随
筆
／
自
由
題　

１
人
１
点

※
原
稿
用
紙
３
枚
以
上
５
枚
以

内
、
た
だ
し
題
名
は
除
く

詩
／
自
由
題　

１
人
２
編
以
内

※
原
稿
用
紙
１
枚
以
内
、
た
だ
し

題
名
は
除
く

・
作
品
は
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙

に
縦
書
き
、
楷
書
で
常
用
漢
字
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
常
用
漢
字

以
外
の
漢
字
が
使
用
さ
れ
た
場
合

は
、
主
催
者
側
で
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

・
作
品
の
冒
頭
余
白
部
分
に
、
①

住
所
、
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

③
ペ
ン
ネ
ー
ム
（
あ
る
人
）、
④

電
話
番
号
、
⑤
題
名
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

・
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る
場
合
は
、

随
筆
20
字
×
１
０
０
行
、
詩
20
字

×
20
行
と
し
て
く
だ
さ
い
。

※
句
読
点
も
１
字
と
し
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

対　

町
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

人
ま
た
は
近
隣
市
町
に
在
住
の

人
申　

６
月
８
日
月
～
７
月
16
日
木

（
当
日
消
印
有
効
）
に
、
中
央

公
民
館
窓
口
へ
直
接
持
参
、
郵

送
、
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
申
込

み
（
〒
３
５
０
―
０
４
６
５
岩

井
西
１
―
15
―
１
中
央
公
民

館
「
文
芸
も
ろ
や
ま
」
係
、
ｆ

２
９
４
―
１
０
４
０
）

※
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

※
応
募
者
全
員
に｢

文
芸
も
ろ
や

ま｣

を
差
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

入
選
以
上
に
選
ば
れ
た
人
に
賞
状

と
副
賞
を
授
与
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
中
央
公
民
館
・
東
公

民
館
、
役
場
、
ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま
、

図
書
館
、
山
根
荘
に
置
い
て
あ
る

募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

文
芸
も
ろ
や
ま
第
41
号
作
品
募
集

問　

中
央
公
民
館　

ｔ
２
９
４
―
１
２
５
０
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「
地
域
在
宅
歯
科
医
療
拠
点
」

 

が
で
き
ま
し
た

　

歯
科
衛
生
士
が
、
施
設
や
自
宅

か
ら
出
る
こ
と
が
難
し
い
人
や
、

そ
の
家
族
、
医
療
・
介
護
関
係
者

か
ら
の
、
歯
や
口
に
つ
い
て
の
相

談
を
電
話
で
お
受
け
し
ま
す
。

内
容　

歯
科
通
院
が
困
難
な
人
に

対
す
る
治
療
の
相
談
、
訪
問
診

療
を
行
っ
て
い
る
歯
科
医
院
の

紹
介
、
入
退
院
時
に
切
れ
目
な

く
歯
科
治
療
を
行
う
た
め
の
相

談
や
調
整
な
ど

相
談
料　

無
料

※
通
話
料
は
相
談
者
の
負
担
で
す
。

相
談
・
問　

入
間
郡
市
歯
科
医
師

会
在
宅
歯
科
医
療
拠
点
ｔ
０
８

０
―
８
８
５
７
―
８
０
２
０

「
第
38
回
ふ
れ
あ
い
住
宅
デ

ー
住
宅
な
ん
で
も
相
談
」

　

住
む
人
に
優
し
い
住
宅
の
耐

震
、
新
築
、
増
改
築
な
ど
。
住
宅

に
関
す
る
様
ざ
ま
な
相
談
に
、
地

元
の
建
設
職
人
が
応
じ
ま
す
。

㊐　

６
月
14
日
日
午
前
10
時
～
午

後
３
時

場　

①
前
久
保
中
央
公
園
、
②
武

州
長
瀬
駅
前
広
場

料　

無
料

申　

不
要

問　

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合
坂

戸
支
部
ｔ
２
８
１
―
８
０
０
１

菊
の
苗
木
の
無
料
配
布

㊐　

６
月
18
日
木
午
前
９
時
（
雨

天
決
行
）

※
苗
木
が
な
く
な
り
し
だ
い
終
了

場　

役
場
正
面
玄
関
前

配
布
数　

１
人
４
本
（
先
着
順
）

主
催　

毛
呂
山
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
、
毛
呂
山
菊
花
会

問　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
ｔ

内
線
５
２
２

「
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
」

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

軽
い
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
プ
レ
イ
す

る
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
は
、
コ
ー
ス

も
短
く
、
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め

る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
！  

ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

㊐　

７
月
18
日
土
午
前
８
時
受
付

開
始
、
８
時
30
分
開
会
式
、
午

後
１
時
終
了
予
定（
小
雨
決
行
）

対　

小
学
５
年
生
以
上

持
ち
物　

飲
み
物

場　

大
類
グ
ラ
ウ
ン
ド
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

申
・
問　

７
月
５
日
日
ま
で
に
、

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
毛
呂
山
総
合
公
園
内
）
ｔ
２

９
４
―
７
１
０
１
、
ｆ
２
９
４

―
７
１
０
６
へ
申
込
み

「
梅
祭
り
」
を
開
催
し
ま
す

●
滝
ノ
入
特
産
の
里
梅
祭
り

㊐　

６
月
20
日
土
・
21
日
日
午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時

場　

滝
ノ
入
農
産
物
直
売
所

※
品
物
が
な
く
な
り
次
第
終
了

問　

滝
ノ
入
特
産
の
里
ｔ
２
９
４

―
２
０
８
９
秋
馬

●
Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
梅
祭
り

㊐　

６
月
27
日
土
・
28
日
日
午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時

場　

Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
毛
呂
山
直
売

所
前

内
容　

完
熟
梅
（
南
高
梅
、
白
加

賀
梅
）
の
販
売

※
品
物
が
な
く
な
り
次
第
終
了

問　

Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
梅
生
産
部
会

ｔ
２
９
４
―
２
０
８
９
秋
馬

「
め
じ
ろ
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

第
12
回
目
の
「
東
公
民
館
め
じ

ろ
コ
ン
サ
ー
ト
」を
開
催
し
ま
す
。

　

ピ
ア
ノ
の
連
弾
を
中
心
に
演
奏

さ
れ
る
、
美
し
い
音
色
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

㊐　

７
月
５
日
㈰
午
後
１
時
開

場
、
１
時
30
分
開
演
、
３
時
終

演
予
定

場　

東
公
民
館
学
習
ホ
ー
ル
め
じ

ろ
出
演　

ピ
ア
ノ　

デ
ュ
オ　

フ
ィ

ガ
ロ

料　

無
料

定　

１
４
４
人

問　

東
公
民
館
ｔ
２
９
５
―
２
２

７
７

「
も
ろ
っ
こ
キ
ャ
ン
プ
」

参
加
者
・
お
手
伝
い
募
集

日
に
ち　

８
月
21
日
金
～
23
日
日

（
２
泊
３
日
）

場　

木
の
む
ら
キ
ャ
ン
プ
場
（
と

き
が
わ
町
）

料　

７
０
０
０
円
（
説
明
会
で
集

金
し
ま
す
）

対　

キ
ャ
ン
プ
の
全
日
程
お
よ
び

説
明
会
に
参
加
で
き
る
町
内
在

住
の
小
学
３
～
６
年
生

定　

30
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

説
明
会　

７
月
25
日
土
午
後
１
時

※
説
明
会
の
会
場
、
抽
選
の
結
果

な
ど
は
、
７
月
16
日
木
以
降
に
連

絡
し
ま
す
。

ご
注
意　

兄
弟
や
友
だ
ち
同
士
で
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応
募
し
た
場
合
で
も
、
抽
選
の

結
果
に
よ
り
、
い
っ
し
ょ
に
参

加
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

主
催　

毛
呂
山
町
青
少
年
相
談
員

申　

７
月
14
日
火
（
必
着
）
ま
で

に
、
は
が
き
に
①
住
所
、
②
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
③
性
別
、

④
生
年
月
日
、
⑤
電
話
番
号
、

⑥
学
校
名
、
⑦
学
年
、
⑧
保
護

者
氏
名
を
明
記
し
て
、
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
に
郵
送
ま
た

は
持
参
に
て
申
込
み

※
キ
ャ
ン
プ
の
お
手
伝
い
を
し
て

く
れ
る
人
（
中
学
生
か
ら
30
歳
前

後
ま
で
）
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
ｔ

内
線
５
２
１

「
水
源
わ
く
わ
く
セ
ミ
ナ
ー
」

㊐　

８
月
４
日
火
～
５
日
水
（
１

泊
２
日
）

場　

群
馬
県
長
野
原
町

集
合　

８
月
４
日
火
午
前
８
時
40

分
に
、
Ｊ
Ｒ
熊
谷
駅
ま
た
は
川

越
駅
集
合

内
容　

保
護
者
は
主
に
八や

ん

ば

ッ
場
ダ

ム
建
設
地
の
見
学
、
子
ど
も
は

主
に
浦
和
レ
ッ
ド
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ズ
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
教
室
、
そ

の
ほ
か
ク
イ
ズ
大
会
な
ど

対　

県
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者

定　

80
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
た

だ
し
、
過
去
に
参
加
し
た
こ
と
の

な
い
人
を
優
先
し
ま
す
。

料　

１
人
あ
た
り
６
０
０
０
円

申
・
問　

６
月
19
日
金
（
必
着
）

ま
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ｈ

　
http

://w
w

w
.p

re
f.saitam

a
.

lg
.jp

/a
0108/jo

k
a

ry
u

-

ko
ryu

/
）
ま
た
は
往
復
は
が
き

に
①
行
事
名
「
水
源
わ
く
わ
く

セ
ミ
ナ
ー
」、②
住
所
、③
氏
名
、

④
電
話
番
号
、
⑤
子
ど
も
の
学

年
、
⑥
希
望
の
集
合
場
所
を
明

記
し
、
埼
玉
県
土
地
水
政
策
課

(

〒
３
３
０
―
９
３
０
１
さ
い

た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３
―
15
―

１)

ｔ
０
４
８
―
８
３
０
―
２

１
８
９
へ
申
込
み

「
既
卒
３
年
以
内
の
方
対
象

の
就
職
面
接
会
」

　

事
前
申
込
み
不
要
・
無
料
で
、

約
90
社
の
担
当
者
に
よ
る
面
接
、

説
明
な
ど
に
参
加
で
き
ま
す
。

㊐　

６
月
10
日
水
午
後
１
時
～
４

時
（
０
時
10
分
受
付
開
始
）

場　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

対　

高
校
、
専
門
学
校
、
高
専
、

短
大
、
大
学
、
大
学
院
な
ど
を

卒
業
後
概
ね
３
年
以
内
の
人

持
ち
物　

履
歴
書
複
数
枚
（
無
く

て
も
可
）、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

登
録
し
て
い
る
人
は
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
カ
ー
ド

問　

埼
玉
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
ｔ
０
４
８
―
６
５
０
―
２
２

３
４
、
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

飯
能
ｔ
０
４
２
―
９
７
４
―
２

３
４
５

「
求
人
企
業
合
同
説
明
会
」

　

県
内
企
業
が
多
数
参
加
予
定
で

す
。
採
用
担
当
者
と
直
接
話
し
て

み
ま
し
ょ
う
！　

予
約
不
要
、
入 

退
場
自
由
。
求
人
企
業
情
報
を
来

場
者
全
員
に
配
布
し
ま
す
。

㊐　

６
月
25
日
木
午
後
１
時
～
４

時
（
正
午
～
午
後
３
時
30
分
受

付
）

対　

平
成
28
年
３
月
に
大
学
、
短

大
、専
門
学
校
を
卒
業
見
込
み
、

ま
た
は
３
年
以
内
の
既
卒
の
人

※
既
卒
の
人
は
面
接
が
で
き
る
の

で
、
履
歴
書
を
複
数
枚
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
参
加
企
業
情
報
は
、
埼
玉
県
雇

用
対
策
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ｈh

ttp
://w

w
w

.ko
ta

ikyo
u
-

sa
ita

m
a

.n
e

.jp
/

）
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

問　

埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
ｔ

０
４
８
―
６
７
４
―
４
１
８
５

「
埼
玉
県
内
市
町
村
職
員
採

用
合
同
説
明
会
」

　

県
内
各
市
町
村
ご
と
に
設
置
す

る
ブ
ー
ス
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色

や
募
集
内
容
、
勤
務
条
件
、
仕
事

の
内
容
な
ど
を
人
事
担
当
者
か
ら

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
町
村
職
員
と
し
て
採
用
間
も

な
い
若
手
職
員
に
よ
る
相
談
ブ
ー

ス
で
は
、
受
験
の
ア
ド
バ
イ
ス
や

入
庁
し
て
か
ら
の
感
想
な
ど
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

入
場
料
無
料
、
予
約
不
要
、
入

退
場
自
由
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

※
採
用
試
験
や
面
接
試
験
の
場
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
毛
呂
山
町
も
、
こ
の
合
同
説
明

会
に
ブ
ー
ス
を
設
置
す
る
予
定
で

す
。

㊐　

７
月
９
日
木
午
後
１
時
～
６

時
（
入
場
は
５
時
ま
で
）

場　

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー

ナ
問　

彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り

広
域
連
合
人
材
開
発
部
市
町
村

職
員
担
当
ｔ
０
４
８
―
６
６
４

―
６
６
８
１

「
第
11
回
梅
フ
ェ
ア
」

　
　
　
　
　
　
（
越
生
町
）

㊐　

６
月
14
日
日
午
前
９
時
～
午

後
３
時
（
雨
天
決
行
）

※
売
り
切
れ
次
第
終
了

場　

越
生
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

（
越
生
町
小
杉
３
０
８
―
１
）

内
容　

生
梅
、
地
場
産
新
鮮
野
菜

の
販
売
、
梅
料
理
講
習
会
、
模

擬
店

問　

越
生
町
産
業
観
光
課
農
林
担

当
ｔ
２
９
２
―
３
１
２
１
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b
0806/

）
よ
り
電
子
申
請
で

申
込
み

川
越
児
童
相
談
所

　
　
　
「
里
親
入
門
講
座
」

　

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
や
む

を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
家
族
と

暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま

す
。

　

様
ざ
ま
な
背
景
を
持
つ
子
ど
も

た
ち
の
家
族
と
な
り
、
温
か
く
成

長
を
見
守
り
育
て
て
く
れ
る
里
親

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

里
親
制
度
に
つ
い
て
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
に「
里
親
入
門
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。

㊐　

７
月
５
日
日
午
後
２
時
～
４

時
場　

川
越
児
童
相
談
所
（
川
越
市

宮
元
町
33
―
１
）

対　

県
内
在
住
で
、
子
育
て
や
里

親
制
度
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る

人
内
容　

①
実
際
の
里
親
さ
ん
に
よ

る
養
育
体
験
談
、
②
里
親
制
度

の
説
明
、
③
個
別
相
談

定　

先
着
40
人

料　

無
料

申
・
問　

川
越
児
童
相
談
所
ｔ
２

２
３
―
４
１
５
２
へ
電
話
で
申

込
み

「
シ
ル
バ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー
・

ド
ッ
ク
」

　

高
齢
運
転
者
再
教
育
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
運
転
技
術

や
マ
ナ
ー
を
再
確
認
し
ま
せ
ん

か
。
な
お
、
高
齢
者
講
習
制
度

（
70
歳
以
上
の
免
許
更
新
時
に
受

け
る
講
習
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

㊐　

６
月
10
日
水
、
24
日
水
、
７

月
８
日
水
、
22
日
水
午
後
１
時

40
分
～
４
時
40
分
（
１
時
30
分

集
合
）

場　

越
生
自
動
車
学
校

対　

普
通
一
種
免
許
以
上
を
所
有

し
、
運
転
に
支
障
の
な
い
65
歳

以
上
の
人

定　

各
回
お
お
む
ね
５
～
10
人

持
ち
物　

運
転
免
許
証

料　

無
料

申
・
問　

実
施
日
の
７
日
前
ま
で

に
、
役
場
生
活
環
境
課
交
通
防

犯
係
ｔ
内
線
２
１
３
へ
申
込
み

（
電
話
可
）

手
話
講
習
会
「
基
礎
課
程
」

㊐　

７
月
23
日
木
～
平
成
28
年
１

月
21
日
木
毎
週
木
曜
日
午
後
７

時
～
９
時
（
全
26
回
）

場　

ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま

対　

手
話
講
習
会
入
門
課
程
修
了

程
度
で
、
講
習
会
終
了
後
に
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き

る
町
内
在
住
、在
勤
、在
学
の
人

定　

先
着
20
人

申
・
問　

６
月
30
日
火
ま
で
に
役

場
福
祉
課
障
害
福
祉
係
ｔ
内
線

１
１
６
・
１
１
７
ま
た
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
電
子
申
請

で
申
込
み

普
通
救
命
講
習

　
　
（
ｅ
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
）

　

応
急
処
置
な
ど
を
学
ぶ
、
普
通

救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
講
習
は
、
事
前
に
講
習
の

知
識
の
部
分
（
約
60
分
）
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
宅
学
習
し
て
い

た
だ
き
、
当
日
は
実
技
講
習
の
み

行
い
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
11
日
日
に
、
ｅ
ー

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
用
い
た
上
級
救
命

講
習
を
開
催
し
ま
す
。
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
の
た
め
、
ぜ
ひ
合
わ
せ
て
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

㊐　

７
月
12
日
日
午
前
９
時
～
11

時
場　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防
署

定　

先
着
20
人

料　

２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含

む
）

申　

６
月
30
日
火
ま
で
に
西
入
間

広
域
消
防
組
合
消
防
署
へ
講

習
を
申
込
み
、
受
講
当
日
ま

で
に
西
入
間
広
域
消
防
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ｈh

ttp
://

w
w

w
.119n

ish
iiru

m
a

.jp
/

）

よ
り
ｅ
―
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
受
講

し
、
受
講
証
明
書
を
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
し
て
受
講
当
日
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
講
習
終
了
後
に
、
修
了
証
を
配

布
し
ま
す
。

問　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防

署
ｔ
２
９
５
―
０
１
１
９

日
高
特
別
支
援
学
校
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」

　

肢
体
不
自
由
児
の
介
助
に
関
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

㊐　

６
月
23
日
火
、
24
日
水
午
前

９
時
～
午
後
４
時
20
分

場　

県
立
日
高
特
別
支
援
学
校

（
日
高
市
高
富
59
―
１
）

料　

無
料

内
容　

講
義
、
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
体

験
な
ど

申
・
問　

６
月
16
日
火
ま
で
に
埼

玉
県
立
日
高
特
別
支
援
学
校
ｔ

０
４
２
―
９
８
５
―
４
３
９
１

へ
申
込
み

川
越
高
等
技
術
専
門
校「
介

護
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
」

　

在
職
者
の
皆
さ
ん
、
介
護
に
役

立
つ
医
学
知
識
や
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
ケ
ア
を
身
に
付
け
、
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
！

㊐　

①
６
月
11
日
木
、
25
日
木
、

②
７
月
９
日
木
、
23
日
木
、
③

９
月
10
日
木
、
24
日
木
午
前
９

時
～
午
後
４
時

場　

埼
玉
県
立
川
越
高
等
技
術
専

門
校

受
講
料　

２
０
０
０
円

対　

介
護
職
員
と
し
て
従
事
し
て

い
る
人
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
従

事
し
よ
う
と
し
て
い
る
人

内
容　

①
生
活
場
面
か
ら
見
る

「
医
学
の
基
礎
知
識
」
を
学
ぶ
、

②
口
腔
機
能
の
維
持
と
ケ
ア
の

実
際
、
③
生
活
機
能
の
維
持
に

つ
な
げ
る
ケ
ア

申
・
問　

①
６
月
３
日
水
ま
で

（
先
着
順
）、
②
６
月
１
日
月
～

10
日
水
、
③
８
月
１
日
土
～
10

日
月
に
、
埼
玉
県
立
川
越
高
等

技
術
専
門
校
（
〒
３
５
０
―
０

０
２
３
川
越
市
並
木
５
７
２
―

１
）
ｔ
２
３
５
―
７
０
７
０
へ

往
復
は
が
き
、
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
ｈh

ttp
://w

w
w

.

pref.saitam
a.lg.jp/so

shiki/
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第 38回奥武蔵もろやま「仰天」ハーフマラソン
問　もろやまハーフマラソン実行委員会事務局（教育委員会スポーツ振興課（総合公園内））
　　ｔ２９４―７１０１（定休日／毎週月曜日）

　秋の奥武蔵路を、風と共に駆け抜けませんか？　昨年から大会名を一新し、ハーフマラ

ソンの部ができました。自分にあったコースを選んで、自己記録にチャレンジしましょう。

　マラソンの運営をいっしょに行うボランティアを募集します。大会には出場できないけれどマラソンが

大好きという人や、走るのが苦手…という人も、運営スタッフとして大会を盛り上げましょう！

日にち　10 月 25日（日）　雨天決行

開会式　午前９時から

参加賞引換　午前８時～正午

会　場　総合公園および周辺

その他　参加者には、参加賞のほか、スポー

ツドリンクやとん汁のサービスなどがあ

ります。

申込み　８月 28 日（金）までに、郵便

振替口座への払込取扱用紙（当日消

印有効）、インターネット（ランテス

ｈ http://runnet.jp/）、または実行委員

会へ参加料を添えて直接申込み

ご注意　当日の参加受付は行いません。ま

た、申込み後の参加取消や荒天などによ

る中止の場合、参加料は返金いたしませ

ん。

日　時　10 月 25 日（日）

　　　　午前７時 30 分集合、午後１時解散予定

場　所　総合公園および周辺

内　容　コース（沿道）の整理

対象者　事前説明会に参加できる 15 歳以上の人

　（中学生不可）

募集人数　50 人

その他

●動きやすい服装でお越しください。

●マラソン当日は、昼食を支給します。

●主催者側でイベント保険に加入します。

●大会の記念タオルを差し上げます。

【事前説明会】

日　時　10 月 18 日（日）午前 10 時から

場　所　中央公民館

【申込み】

申込方法　8 月 14 日（金）までに、①住所、②氏名、

③年齢、④電話番号を明記し直接、またはファク

ス、電子メールで申込み

申込み・問合せ先　もろやまハーフマラソン実行委

員会事務局（教育委員会スポーツ振興課（総合

公 園 内 ））ｔ（294）7101、ｆ（294）7106、

ｅ sport@town.moroyama.lg.jp

※毎週月曜日は定休日です。

運営ボランティア募集
！

距離 スタート 性別 部　門 参加料

3㎞ 9：45

男子 小学生（4 年生以上）
500 円

女子
小学生（4 年生以上）

一　般（中学生以上）

大　人 3,000 円
高校生 2,000 円
中学生 1,000 円

5㎞ 10：30
男子

中学生～ 39 歳

40 歳以上

女子 一　般（高校生以上）

10㎞ 10：20
男子

高校生～ 39 歳

40 歳代

50 歳代

60 歳以上

女子 一　般（高校生以上）

ハーフ 9：30
男子

高校生～ 39 歳

大　人 3,500 円
高校生 2,500 円

40 歳代

50 歳代

60 歳以上

女子 一　般（高校生以上）
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さ
く
っ
！　

と
わ
か
る

 

「
里
親
講
座
」

　
「
里
親
制
度
」
に
つ
い
て
、
さ

く
っ
！　

と
わ
か
り
や
す
く
お

話
し
し
ま
す
。

㊐
／
７
月
11
日
土
午
前
10
時
～
正

午　

場
／
社
会
福
祉
法
人
同
仁
学

院
（
日
高
市
高
麗
川
１
―
５
―

28
、
Ｊ
Ｒ
高
麗
川
駅
徒
歩
３
分
）

料
／
無
料　

定
／
先
着
30
人　

申

・
問
／
事
前
に
電
話
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
に
て
、
社
会
福
祉
法
人
同

仁
学
院
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
シ
ャ
ロ
ー
ム
ｔ
０
４
２
―
９

８
９
―
１
５
３
５
、
ｅd

o
u
jin

-

sh
ie

n
@

d
o

u
jin

.o
r.jp

へ
申
込

み「
第
４
回
活
き
活
き
町
民
コ

ン
サ
ー
ト
」

　

オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ
・
ベ
ン
チ
ャ

ー
ズ
・
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
ほ
か
、

懐
か
し
い
曲
が
い
っ
ぱ
い
！

　

親
父
バ
ン
ド
に
よ
る
歌
と
演
奏

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

㊐
／
７
月
12
日
日
午
後
１
時
30
分

か
ら　

場
／
東
公
民
館
め
じ
ろ
ホ

ー
ル　

料
／
無
料　

問
／
ｔ
２
９

５
―
２
３
９
６
毛
呂
山
文
化
フ
ォ

ー
ラ
ム
中
村

　

城
西
短
期
大
学

　
　
　
　
「
女
性
学
講
座
」

　

世
界
の
女
性
映
画
監
督
を
取
り

上
げ
、
女
性
学
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研

究
を
紹
介
し
ま
す
。

㊐
／
①
６
月
６
日
土
、
②
６
月
20

日
土
、
③
７
月
４
日
土
、
④
７
月

18
日
土
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分　

場
／
城
西
短
期
大
学
坂
戸
キ

ャ
ン
パ
ス
13
―
３
０
３
教
室　

内

容
／
①
韓
国
映
画
『
飛
べ
、
ペ
ン

ギ
ン
』
ほ
か
、
②
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
映
画
『
少
女
は
自
転
車
に
の
っ

て
』
ほ
か
、
③
中
国
映
画
『
上
海

家
族
』
ほ
か
、
④
日
本
映
画
『
そ

こ
の
み
に
て
光
輝
く
』
ほ
か　

定

／
各
回
80
人　

料
／
無
料　

申
／

不
要　

問
／
城
西
短
期
大
学
事
務

室
ｔ
２
７
１
―
７
７
３
０　
　

埼
玉
平
成
中
学
・
高
等
学
校

「
公
開
講
座
」

【
小
学
生
の
た
め
の
理
科
実
験
教
室
】

㊐
／
６
月
27
日
土
、９
月
26
日
土
、

10
月
24
日
土
、
平
成
28
年
２
月
20

日
土
午
後
２
時
～
３
時　

内
容
／

音
、
光
、
水
な
ど
の
テ
ー
マ
に
沿

っ
て
、
身
近
な
道
具
で
実
験
を
し

ま
す　

定
／
15
人　

料
／
保
険

代
、
お
よ
び
教
材
に
よ
っ
て
数
百

円　

申
込
締
切
／
各
回
前
日
ま
で

【
小
学
生
の
た
め
の
書
道
講
座
】

㊐
／
７
月
21
日
火
～
24
日
金
午
後

２
時
～
午
後
４
時
（
全
４
回
）

内
容
／
書
写
の
基
本
を
中
心
に
、

Ｊ
Ａ
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
作

り
ま
で　

定
／
15
人
（
小
学
４
年

生
以
上
）　

料
／
１
０
０
０
円（
教

材
費
）　

申
込
締
切
／
７
月
18
日

土
【
社
会
人
向
け
音
楽
鑑
賞
入
門
】

㊐
／
６
月
13
日
土
、
７
月
11
日
土

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
（
全

２
回
）　

内
容
／
音
楽
に
関
す
る

ち
ょ
っ
と
し
た
う
ん
ち
く
を
絡か

ら

ま

せ
な
が
ら
、
楽
し
い
聴
き
方
を
伝

え
ま
す　

定
／
20
人　

申
込
締
切

／
６
月
11
日
木

【
共
通
事
項
】

場
／
埼
玉
平
成
中
学
・
高
等
学
校

（
中
高
一
貫
コ
ー
ス
）　

申
・
問
／

埼
玉
平
成
中
学
・
高
等
学
校
ｔ
２

９
４
―
８
０
８
０
、
ｈh

ttp
://

w
w

w
.sa

ita
m

a
h

e
ise

i.e
d

.jp

日
高
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　
　
「
学
校
公
開
」

　

県
立
日
高
特
別
支
援
学
校
で

は
、
特
別
支
援
教
育
（
肢
体
不
自

由
）に
関
心
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

学
校
公
開
を
開
催
し
ま
す
。

㊐
／
６
月
16
日
火
午
前
10
時
～
午

後
０
時
50
分
（
午
前
９
時
45
分
か

ら
受
付
）　

場
／
埼
玉
県
立
日
高

特
別
支
援
学
校
（
日
高
市
高
富
59

―
１
）　

申
／
不
要　

問
／
埼
玉

県
立
日
高
特
別
支
援
学
校
ｔ
０
４

２
―
９
８
５
―
４
３
９
１

「
美
術
協
会
特
別
展
」

　

第
４
回
毛
呂
山
美
術
協
会
特
別

展
（
絵
画
・
書
道
・
写
真
・
彫
刻
・

工
芸
・
ち
ぎ
り
絵
）
を
開
催
し
ま

す
。

㊐
／
６
月
23
日
火
～
28
日
日
午
前

10
時
～
午
後
５
時
（
28
日
日
は
午

後
３
時
ま
で
）　

場
／
図
書
館
２

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
読
書
室
）　

料

／
無
料　

問
／
ｔ
２
９
４
―
６
５

２
９
古
賀

毛
呂
山
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　
　
「
学
校
公
開
」

　

県
立
毛
呂
山
特
別
支
援
学
校

は
、
一
人
ひ
と
り
の
発
達
に
応
じ

た
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
本

校
の
教
育
に
つ
い
て
ご
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
く
た
め
、
学
校
公

開
を
開
催
し
ま
す
。

㊐
／
７
月
１
日
水
午
前
９
時
30
分

～
正
午　

場
／
埼
玉
県
立
毛
呂
山

特
別
支
援
学
校
（
川
角
１
０
２
４

―
１
）　

対
／
本
校
の
教
育
に
関

心
の
あ
る
人
、
入
学
・
転
学
を
考

え
て
い
る
人
、
教
育
関
係
者　

問

／
埼
玉
県
立
毛
呂
山
特
別
支
援
学

校
ｔ
２
９
４
―
７
２
０
０

「
第
４
回
も
ろ
丸
く
ん
カ
ッ

プ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

㊐
／
７
月
５
日
日
午
前
９
時
か
ら

場
／
総
合
公
園
体
育
館　

内
容
／

混
合
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
、

①
ほ
の
ぼ
の
楽
し
み
た
い
「
ほ
の

ぼ
の
ブ
ロ
ッ
ク
」、
②
ガ
ン
ガ
ン

勝
ち
進
み
た
い「
熱
血
ブ
ロ
ッ
ク
」

各
８
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
戦
い
ま

す　

ネ
ッ
ト
の
高
さ
／
２
ｍ
24
㎝

チ
ー
ム
編
成
／
１
チ
ー
ム
12
人
ま

で
登
録
可
（
コ
ー
ト
内
で
は
必
ず

男
女
３
人
ず
つ
で
構
成
）　

参
加

資
格
／
18
歳
以
上
で
町
内
在
住
・

在
勤
の
人
、
そ
の
友
だ
ち
、
家
族

料
／
２
０
０
０
円　

申
・
問
／
６

月
15
日
月
ま
で
に
、
①
参
加
ブ
ロ

ッ
ク
名
、
②
チ
ー
ム
名
、
③
代
表

者
氏
名
、
④
代
表
者
の
連
絡
先
、

⑤
参
加
選
手
名
お
よ
び
年
齢
を
明

記
し
、
毛
呂
山
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟
鎌
北
ｔ
・
ｆ
２
９
４
―
６
７

５
４
へ
申
込
み

※
６
月
20
日
土
午
後
７
時
か
ら
中

央
公
民
館
で
代
表
者
会
議
を
行
い

ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。



毛呂山町役場　ｔ 049（295）2112・ｆ 049（295）0771

19 18広報もろやま  平成27年６月１日号広報もろやま  平成27年６月１日号

「
童
謡
唱
歌
を
歌
う
会
」

　
　
　
　
　
　

 

会
員
募
集

　

子
ど
も
の
こ
ろ
に
口
ず
さ
ん
だ

歌
、
ほ
っ
と
心
暖
ま
る
歌
を
中
心

に
、
仲
良
く
、
楽
し
く
、
元
気
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
毛
呂
山
音
楽

祭
や
中
央
公
民
館
ま
つ
り
に
も
参

加
し
て
い
ま
す
。

㊐
／
毎
月
第
２
・
４
月
曜
日
午
前

10
時
～
正
午　

場
／
中
央
公
民
館

料
／
月
額
１
５
０
０
円　

問
／
ｔ

２
９
５
―
８
５
２
７
後
藤

「
パ
ソ
コ
ン
愛
好
会
」

　
　
　
　
　
　

 

会
員
募
集

　

楽
し
く
学
べ
る
女
性
の
会
で

す
。ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

㊐
／
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
午
後

１
時
～
４
時　

場
／
中
央
公
民
館

料
／
月
額
２
０
０
０
円
（
入
会
金

５
０
０
円
）　

持
ち
物
／
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン　

問
／
ｔ
２
９
５
―
２

３
２
５
大
坪

「
毛
呂
山
太
極
拳
ク
ラ
ブ
」

　
　
　
　
　
　

 

会
員
募
集

　

健
康
第
一
の
考
え
で
、
ゆ
っ
た

り
し
た
動
作
の
太
極
拳
は
、
足
腰

の
強
化
、
老
化
予
防
、
体
力
向
上

な
ど
に
繋つ

な

が
り
ま
す
。
熱
心
な
講

師
の
指
導
の
も
と
で
、
皆
で
仲
良

く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

㊐
／
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
～
11

時　

場
／
中
央
公
民
館
（
第
３
・

４
木
曜
日
は
、
東
公
民
館
で
活
動

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）　

講
師

／
徳
田
嘉
男
さ
ん　

料
／
月
額
２

５
０
０
円　

問
／
ｔ
２
７
７
―
３

３
７
０
榊
原

「
リ
ト
ミ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
か

ん
が
る
ー
」
会
員
募
集

　

２
歳
前
後
の
リ
ト
ミ
ッ
ク
生
、

大
募
集
！

　

現
在
、
１
歳
半
～
３
歳
の
子
ど

も
た
ち
が
元
気
に
楽
し
く
、
先
生

の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
レ
ッ
ス
ン

し
て
い
ま
す
。
身
に
つ
い
た
聴
く

力
は
一
生
の
宝
物
！

　

随
時
体
験
で
き
ま
す
（
体
験
に

は
１
回
あ
た
り
１
０
０
円
か
か
り

ま
す
）。

㊐
／
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
午
前

10
時
～
11
時　

場
／
中
央
公
民
館

２
階
視
聴
覚
室
　
料
／
月
額
１
１

０
０
円　

申
・
問
／
体
験
を
希
望

す
る
人
は
、
準
備
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
ｔ
０
９
０
―
６
５
３

０
―
９
７
９
８
山
本
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

生活困窮者の自立を支援します。まずはご相談を！　　

花蓮育成ボランティアを
募集します！

　現在、花はす広場（毛呂山総合公園旧プール跡地）
において、古代蓮を含む花蓮の育成を行っています。
　花蓮育成ボランティアになって、綺麗な蓮の花を咲
かせませんか？
作業内容　花はす広場における作業全般
　　　　　（花はすの育成や、園内の掃除など）
作業時間　午前９時ごろから
作業期間　通年
※なお、今年の花はす広場の開園は、６月上旬を予定
しています。開花状況に合わせて前後しますので、詳
しくは毛呂山町ホームページ（ｈ http://www.town.
moroyama.saitama.jp）または、上記までお問い合
わせください。

申・問　役場産業振興課商工観光係　
　　　　ｔ（295）2112 内線 173

　平成 27 年４月から始まった『生活

困窮者自立支援制度』は、生活に困窮

している人に、自立相談支援などを実

施することで、「自立の促進」を図る

ための制度です。

　金銭的なこと、ご家族のこと、仕事

のことなど、様ざまな問題を抱えて生

活に困窮している人は、まずご相談く

ださい。

　専門の相談員が一緒に課題を整理

し、相談内容に応じた解決を図るお手

伝いをします。相談は無料で、相談の

内容は秘密を厳守しますので、安心し

てご相談ください。

【相談・問合せ】

埼玉県社会福祉協議会アスポート相談支援センター埼玉西部

毛呂山出張所（ウィズもろやま内）ｔ 080（2274）1445

対象　毛呂山町、越生町、鳩山町、ときがわ町に在住し、生

活に困窮している人

※現在生活保護を受給している人は、この制度の対象外です。

相談時間　平日午前８時 30 分～午後５時（年末年始を除く）

生活に
困っている

病気で
働けない

将来が不安

仕事がない

家族のことで
悩んでいる

家賃を
払えない
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【
適
用
と
な
る
道
路
】

①　

埼
玉
県
が
指
定
し
た
、
幅
員

１
・
８
メ
ー
ト
ル
以
上
４
メ
ー

ト
ル
未
満
の
町
道
（
建
築
基
準

法
第
42
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

る
道
路
）

②　

①
の
ほ
か
に
町
長
が
必
要
と

認
め
る
道
路

③　

①
、
②
に
か
か
る
道
路
の
、

す
み
切
り
の
用
地

【
適
用
さ
れ
な
い
道
路
】

①　

土
地
区
画
整
理
法
に
基
づ

く
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
認

可
を
受
け
た
区
域

②　

毛
呂
山
町
開
発
指
導
要
綱
お

よ
び
毛
呂
山
町
開
発
行
為
等
協

議
要
綱
に
基
づ
く
、
事
前
協
議

を
し
た
区
域

【
提
供
し
て
い
た
だ
き
た
い
用
地
】

　

原
則
、
道
路
の
中
心
線
か
ら
２

メ
ー
ト
ル
の
後
退
し
た
線
を
、
そ

の
道
路
の
境
界
線
と
み
な
し
ま

す
。
こ
の
境
界
線
か
ら
現
況
の
道

路
と
の
間
の
土
地
（
後
退
用
地
）

で
、
次
の
⑴
、
⑵
の
範
囲
の
ご
提

供
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑴　

道
路
の
中
心
線
か
ら
２
メ
ー

ト
ル
の
範
囲

⑵　

道
路
の
反
対
側
に
河
川
や
が

け
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

道
路
と
河
川
な
ど
の
境
界
か
ら

４
メ
ー
ト
ル

【
報
償
金
お
よ
び
補
助
金
】

①　

後
退
用
地
の
無
償
譲
渡
に
対

す
る
報
償
金
…
面
積
に
応
じ
た

額
（
上
限
額
12
万
円
）

　

町
で
は
、
災
害
時
に
ス
ム
ー
ズ
な
緊
急
活
動
を
行
う
た
め
、
４
メ
ー
ト
ル
の
道
路
幅
員
を
確
保
す
る
道
路

用
地
の
無
償
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。「
毛
呂
山
町
後
退
用
地
等
整
備
要
綱
」
に
適
用
さ
れ
、
道
路
用
地

を
無
償
提
供
を
し
て
い
た
だ
い
た
人
に
対
し
て
は
報
償
金
ま
た
は
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

②　

す
み
切
用
地
の
無
償
譲
渡
に

対
す
る
報
償
金
…
１
か
所
あ
た

り
５
万
円

③　

測
量
お
よ
び
分
筆
登
記
に
か

か
る
費
用
へ
の
補
助
金
…
上
限

額
20
万
円

※
こ
の
補
助
制
度
の
利
用
に
は
要

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備

課
開
発
建
築
係
ｔ
内
線
１
４
４ 

・
１
４
５

４
メ
ー
ト
ル
の

　
　
　

道
路
幅
員
の
確
保
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

消
費
税
引
き
上
げ
の
影
響
な

ど
に
対
す
る
、
臨
時
特
例
的
な

給
付
措
置
と
し
て
、
対
象
の
子

育
て
世
帯
に
「
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
」
を
支
給
し
ま

す
。

支
給
額　

対
象
児
童
１
人
に
つ

き
３
０
０
０
円（
１
回
限
り
）

支
給
対
象　

平
成
27
年
５
月
31

日
時
点
で
毛
呂
山
町
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
次
の
①
、
②

の
要
件
を
満
た
す
人

①　

平
成
27
年
６
月
分
の
児
童

手
当
を
受
給
す
る
人

②　

平
成
26
年
の
所
得
が
、
児

童
手
当
の
所
得
制
限
限
度
額

に
満
た
な
い
人

対
象
児
童　

平
成
27
年
６
月
分

の
児
童
手
当
の
対
象
と
な
る

児
童
お
よ
び
生
活
保
護
の
受

給
者
と
な
っ
て
い
る
児
童

※
平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手

当
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
受
給

者
は
、案
内
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
公
務
員
が
支
給
を
受
け
る
に

は
、
職
場
よ
り
発
行
さ
れ
る
証

明
お
よ
び
振
込
口
座
が
確
認
で

き
る
書
類
が
必
要
で
す
。

申
請
期
間　

６
月
12
日
金
～
12

月
11
日
金

提
出
書
類　

申
請
書
お
よ
び
関

係
書
類

申
請
先　

役
場
子
ど
も
課
児
童

係
※
申
請
は
、
平
成
27
年
５
月
31

日
時
点
で
住
民
票
の
あ
る
市
町

村
が
申
請
先
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
子
ど
も
課
児
童
係
ｔ

内
線
１
１
３
・
１
１
４
、
厚

生
労
働
省
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ｔ

０
５
７
０
―
０
３
７
―
１
９

２

平
成
27
年
度

　
　「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

　

な
お
、
平
成
27
年
「
臨
時

福
祉
給
付
金
」
の
ご
案
内

は
、
夏
ご
ろ
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
広
報
紙
で
も
ご
案
内

し
ま
す
の
で
、
お
待
ち
く
だ

さ
い
。

臨
時
福
祉
給
付
金
に
関
す
る

問
合
せ　

役
場
福
祉
課
地
域 

福
祉
係
ｔ
内
線
１
１
１
・
１ 

１
２

中心線から2メートル

道路幅員

敷地

後退用地

道路の後退例（1）

道路境界線

4メートル道路幅員

敷地

後退用地

道路の後退例（２）

道路境界線

がけ・川など



毛呂山町役場　ｔ 049（295）2112・ｆ 049（295）0771

21 20広報もろやま  平成27年６月１日号広報もろやま  平成27年６月１日号

対象 支給額（月額） 支給申請

児童手当

15 歳到達後、最初の３月 31 日ま
での間にある児童を養育している
人
※所得制限あり

３歳未満 / 一律 15,000 円
３歳以上～小学修了前 / 第１子 10,000

円、第２子 10,000 円、第３子以降
15,000 円

中学生 / 一律 5,000 円

事前に、役場子ども
課に認定請求書を提
出し、認定を受けて
ください。
※認定を受けないと、
手当は受けられませ
ん。
※手当の支給は認定
請求をした日の翌月
からです。

児童
扶養手当

18 歳到達後、最初の３月 31 日ま
での間にある児童を養育している
ひとり親家庭など
※所得制限あり
※公的年金受給者は支給要件あり

１人 /42,000 円
※所得額により一部支給（9,910 円～
41,990 円）となる場合があります。
２人 / １人の金額に 5,000 円を加算 
３人以上 / ２人の金額に、１人につき　

3,000 円を加算

特別児童
扶養手当

精神または心身に障害のある 20
歳未満の児童を養育している人
※所得制限あり

１級（重度）/ １人につき 51,100 円
２級（中度）/ １人につき 34,030 円

こども医
療費支給

15歳到達後、最初の３月 31 日まで
の間にある児童が保険診療で病院な
どにかかったとき

医療費の自己負担額の一部

事前に、役場子ども
課に登録申請をして
ください。登録がな
いと、医療費の請求
はできません。
※受給資格は登録申
請をした日から有効
です。

ひとり親
家庭等医
療費支給

ひとり親家庭などで 18 歳到達の
年度末までの間にある児童および
児童を養育している人が、保険診
療で病院などにかかったとき
※所得制限あり

※上記の手当および医療費を受給している人は、毎年、現況届の提出が必要です。現況届は、所得状況や養育状況
などを確認するためのものです。町から現況届が送付されたら、必要事項を記入のうえ、必ず提出してください。
現況届を提出しない場合は、手当および医療費の支給が受けられません。

◆児童関係の手当などの手続きについて◆

問　役場子ども課児童係　ｔ（295）2112 内線 113・114

子どもたちの健やかな成長を支援します！

◆その他支援の手続きについて◆

事業名 内　容 貸付金の種類 問合せ先

母子および
寡
か

婦
ふ

福祉資
金貸付制度

母子家庭の母親および寡婦の人の
経済的自立・お子さんの福祉増進
のため、必要な資金を無利子、ま
たは低利で貸付する制度
※一部所得制限あり

事業開始資金、事業継続資金、修
学資金、技能習得資金、修業資金、
就職支度資金、医療介護資金、生
活資金、住宅資金、転宅資金、就
学支度資金、結婚資金　

役場子ども課または、
埼玉県西部福祉事務所
ｔ（283）6800

事業名 内　容 問合せ先

短期入所
生活援助事業

保護者が疾
しっぺい

病や疲労などの身体上、精神上、環境上の理由で、家庭にお
いて児童を養育することが一時的に困難となった場合に、施設において
必要な保護を行う制度
※児童およびその家庭の福祉の向上を図ることが目的です。

役場子ども課
※利用するには、事
前に相談が必要です。

　町では、子どもたちの健やかな成長を支援するため、こども医療費などを支給しています。受給するには、
申請や現況届などの手続きが必要です。対象となる人は、早めに手続きを行ってください。
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